
はじめに

外来種のリスが関東以西の各地に定着し、

問題となっていることを知っていますか？

クリハラリスCallosciurus erythraeusは東南

アジアから中国、台湾を原産地とする昼行性

（昼間に活動する習性）の外来種のリスです

（写真１）。戦前に台湾から輸入されたため、

タイワンリスとも呼ばれます。クリハラリス

は、生態系や農林業に大きな被害を及ぼすお

それがあることから、外来生物法における特

定外来生物に指定されており、2005年以降は

原則として輸入、飼養、野外への放逐等が禁

止されています。しかし、すでに関東、中部、

近畿、九州といった気候が温暖な地域で野生

化しており、少なくとも17都府県で確認され

ています（消滅した個体群を含む）。多くの

地域では行政が防除（捕獲）を行っています。

クリハラリスの特徴

クリハラリスは、繁殖力と適応力が高く、

好適な環境では生息密度が高くなりやすい生

物です。食性の幅が広く、植物では花や果実、

種子、樹液等、動物ではさまざまな昆虫類や

鳥類の卵等を食べます（田村 2025）。その

ため生態系や農林業の被害を引き起こしやす

いのです。

クリハラリスの生息を調べる方法はいろい

ろありますが、そのなかでも「環状食痕」を

探す方法（安田ほか 2024）は特別な機材を

必要としない点で優れています。環状食痕と

は、クリハラリスが切歯で樹木の幹や枝の樹

皮を環状に剥ぎ、そこからしみ出す樹液を摂

食したあとに残る本種に特徴的な食痕です。

ただし、環状食痕は数年以上も残るため、過

去に本種がその地域に生息していたことはわ

かりますが、新鮮な環状食痕が見つからない

限り、現在の生息状況はわかりません。

本州では、クリハラリスが分布拡大し、在

来種のニホンリスSciurus lisの生息地に侵入し

つつある地域があります。ニホンリスとクリ

ハラリスは近縁ではないため交雑はしません

が、食物をめぐって競合することが懸念され

ています。

なお、九州では近年ニホンリスが確認され

ていません（安田 2007）。そのため、九州

で昼間に何らかのリスを見た場合はほぼ確実

に外来種と言えます。
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九州各県の現状

クリハラリスは鹿児島県を除く九州６県に

生息しているか、かつて生息していました。

私たちが収集してきた各地の状況を以下に簡

単に紹介します。

福岡県

2006年、久留米市において３頭の捕獲記録

があります（安田 2017）。個体の由来は不

明です。その後の生息情報はありません。

佐賀県

2025年、武雄市の森林で複数のヤブツバキ

Camellia japonicaの樹幹に古い環状食痕が初

めて確認されました（安田 2026a）。ここか

ら長崎県境までは直線距離で1.5kmしかあり

ません。個体群が存続していれば、隣県への

分布拡大が懸念されます。近くには、国から

許可を得てクリハラリスを長年飼養している

観光施設（営業期間1992年〜現在）が今もあ

ります（安田 2026a）。

長崎県

2025年時点で、壱岐島（壱岐市）と五島列

島の福江島（五島市）に多数のクリハラリス

が生息しています。2001年度〜2024年度に、

壱岐島では計28.1万頭、福江島では計4.8万頭

のクリハラリスを捕獲しました。毎年多数を

捕獲しているものの地域根絶には至っていま

せん（図１）。1990年代、両島にはクリハラ

リスを飼養する観光施設がありました（安田

2017）。

また2007年、島原半島で１頭の捕獲があり

ました（小寺祐二、私信）。環境省が2013年

度に行った調査の報告書には、この地域にお

ける外来リスとみられる複数の目撃情報が記

されていますが、現状はよくわかっていませ

ん。かつて島原半島には、クリハラリスを含

む数百頭の外来リスを飼養する大規模な観光

施設（営業期間1988年〜2004年）がありまし

た（安田 2017）。

熊本県

2008年、宇土半島西部において初めてクリ

ハラリスの生息が報告され、2010年度から宇

城市、宇土市が熊本県とともに本格的な防除

を始めました（安田 2017）。環境省の地域

生物多様性保全活動支援事業等を活用し、

2024年度までに計6117頭を捕獲しました。直

近３年間の捕獲数は計２頭と大幅に減少して

います（図１）。現在、私たちは、行政と連

携して地域根絶の確認を行っているところで

す。宇土半島には、かつてクリハラリスを飼

養する観光施設（営業期間1993年〜飼養終了

年不明）がありました（安田 2017）。

大分県

1955年、無人島の高島（大分市）に、観光

資源とする目的で、伊豆大島（東京都）から

購入した６つがいのクリハラリスを大分県が

放しました（安田 2025）。その後、この島

のクリハラリスは数十年間放置され、高密度

となったクリハラリスが島の生態系に大きな

影響を与えていました（関・安田 2018、安

田・野宮 2019、上田ほか 2025）。そこで私

たちは、2018年度から箱ワナによる捕獲と化

学的防除を組み合わせた集中的な防除を行い、

約1700頭のクリハラリスを島から除去しまし

た。2022年度の３頭の捕獲を最後に、連続３

年間にわたってクリハラリスは確認されてお

らず、地域根絶を達成した可能性が高いと考

えているところです。ここでの防除は、行政

主導ではなく、本機構の研究費と外部資金

（科研費、環境研究総合推進費、寄附金）に

よって実施されました。

また2021年、別府市において種不明の外来

リスが自動撮影カメラで初めて確認され、そ

の後、捕獲個体の遺伝解析によりクリハラリ

スであることが確認されました。2022年度に

捕獲作業が開始され、2024年度末までに有志

と行政が計48頭を捕獲しました（森田ほか
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図１ 九州におけるクリハラリスの年間捕獲数
の推移。情報源：壱岐市、五島市、熊本県。



2025）。この地域には1953年度〜1967年度に

クリハラリスを飼養していた観光施設があり

ました（安田・田村 2025）。

宮崎県

2001年、霧島山北麓（小林市）においてク

リハラリスの死体が拾得され、2002年に４頭

の捕獲がありました(安田 2026b)。環境省が

2013年度に行った調査では、環状食痕が１地

点で見つかっていました。そこで2024年度に

再び調査を行ったところ、新たに５地点でヤ

ブツバキ、タブノキMachilus thunbergii、ヤブ

ニッケイCinnamomum yabunikkeiに古い環状食

痕が見つかりました(安田 2026b)。ここから

鹿児島県境までは直線距離で7.5kmしかあり

ません。個体群が存続していれば、隣県への

分布拡大が懸念されます。この地域には、か

つて外来リス等を飼養する観光施設（2000年
頃閉鎖）がありました（安田 2017）。

今後の対策は？

特定外来生物クリハラリスについて、今後

どのような対策が必要となるでしょうか？

第一は、特定外来生物の観光利用のあり方

を見直すことです。上に紹介した事例のほと

んどで、飼養個体の逸出（逃げ出し）や放逐

が疑われました。本種は少数の個体が逸出し

ても野外に定着できることが指摘されていま

す（安田・田村 2025）。そこで、飼養の適

正化とともに、飼養個体に個体識別用のマイ

クロチップの埋め込みを義務化することで、

飼養者の責任を明確にすることが望まれます。

第二は、個体群のコントロールです。2023
年の外来生物法の改正により、地方自治体は、

定着した特定外来生物の対策を積極的に行う

こととなりました。私たちが作成した「クリ

ハラリス防除マニュアル」（安田ほか 2024）
を参照することで、より効率的な防除が可能

となるでしょう。

第三は、外来リス類の警戒網の構築と運用

です。といっても、難しいことではありませ

ん。先に述べたように、九州には在来種のニ

ホンリスが生息していません。ということは、

今日あなたが野外で見たリスは外来種かもし

れません。あなたの通報が外来種対策を進め

る力となります。ぜひ、お近くの役場の担当

部署に連絡をお願いします。
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地域連携推進室から

令和７年11月17日(月)、くまもと県民交流館パレ
アホールにて、「国有林発！新しい造林技術の開発
と実践」と題し、宮崎大学農学部連携協定締結記念
令和７年度九州地域公開講演会を開催致しました。

多数のご来場をいただき、誠にありがとうござい
ました。

本講演会で九州支所職員が発表した２つの講演に
ついて、期間限定でYouTube森林総研チャンネルにて
配信しておりますので、ご視聴ください。

https://www.ffpri.go.jp/kys/research/happyo/index.html
この印刷物は、印刷用の紙へリサイクルできます。
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トキワマンサクこぶ病

トキワマンサク（Loropetalum chinense）は

マンサクに似たひも状の花を咲かせる、マン

サク科トキワマンサク属の常緑低木です。こ

の属は中国に３種が存在して分布の中心をな

し、日本にも、１種が静岡、三重、熊本に限

定的に自生しています。庭木・生け垣として

好まれ、特に紅色の変種に人気があることか

ら、盛んに栽培されるようになりました（写

真１）。

ところが、2007年頃から、トキワマンサク

にこぶを形成する病気が、福岡や愛知、神奈

川の栽培業者の苗畑で発見され、2009年に

Pseudomonas属による細菌病であることが、

接種試験により判明し、こぶ病と命名しまし

た（石原・小河 2016）。

一方、2012年にアメリカの栽培地でも、同

様のこぶ病が見出され、Pseudomonas 
amygdaliの新しい病原型pv. loropetaliと同定さ

れました（Harmon et al. 2013）。その後の比

較分析の結果から、日本の病気も、アメリカ

で見つかったものと同一であることが予想さ

れました。

九州支所が存在する立田山にトキワマンサ

クは自生していませんが、生け垣には良く使

われる樹種なので、周辺人家では時折、花を

見ることがあると思います。本病の症状とし

て、苗では枝に多数の小さなかいようやこぶ

が発生し、それらが肥大していきます。こぶ

表面は粗造で脆くなって地際から折れやすく

なるため鑑賞価値が失われます（写真２）。

一時は主たる育成地から植栽地に被害が広

がる様相を見せましたが、細菌病であるとの

注意を喚起した結果、育成地では灌水を絞っ

て過湿を避ける、剪定によって過繁茂を防ぎ、

通風を良くするなど、栽培上の工夫に務めた

ことで、病気の発生と拡大は概ね防げるよう

になっています。

引用文献

Harmon CL et al. (2013) Bacterial Gall of 
Loropetalum chinense caused by Pseudomonas
amygdali pv. loropetali pv. nov. Plant disease. 
102(4): 799–806

石原誠・小河誠司 (2016) トキワマンサクこ

ぶ病(新称)の発生. 日本植物病理学会報

82(3): 277–278

樹木病害シリーズ（14）
森林微生物管理研究グループ 石原 誠

写真１ トキワマンサク

写真２ トキワマンサクこぶ病 1:地際主軸部
の折れ被害(矢印) 2,3:枝上に発生した
こぶ (矢印) 4:病原細菌のコロニー


